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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年６月１０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 火災 

発生日時 令和７年１月２８日 １２時１８分頃 

発生場所 愛知県南知多
み な みち た

町大井漁港 

 大井港第４号防波堤灯台から真方位２６７°１６０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°４３.２′ 東経１３６°５７.８′） 

事故の概要  プレジャーボート白
はく

王
おう

丸は、岸壁に船尾を係止していた台船に係留

中、機関室から火災が発生した。 

白王丸は、機関室等に焼損を生じた。 

事故調査の経過  令和７年２月１９日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート 白王丸、１１トン 

 ２４０－５６３８０愛知、有限会社中村塗装（Ａ社） 

 １５.０６ｍ（Lr）×４.１０ｍ×１.２８ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、船内機、５１５.００kＷ、平成１５年４月、使用

燃料軽油 

 乗組員等に関する情報 船長 ６９歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定  

  免許登録日 平成１５年７月２５日 

  免許証交付日 令和５年５月１日 

         （令和１０年７月２４日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 機関室、操舵室等に焼損（全損） 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 西、風力 ６、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過  本船は、船体中央付近に操舵室があり、その前方は前部甲板、後方

は居住区画と後部甲板となっていた。操舵室の下方には機関室が設置

され、機関室船尾側から後方に向かって隔壁を挟み２つの区画（以下

「後部区画１」、「後部区画２」という。）及び舵機室がそれぞれ設け

られていた。（写真１、図１参照） 
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*1  「レセプタクル」とは、本報告書では、壁や機器に付いているプラグを差し込む受け側の電気器具をいい、「差

し込み口」、「接続器」などと呼ばれることもある。 
*2   ｢インバーター装置｣とは、交流を直流に変換又は直流を交流に変換して出力し、出力する交流の電圧や

周波数を任意に調整できる電力変換装置のことをいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   レセプタクル*1 

 

  

 船長は、令和７年１月２８日１２時００分頃家族１人と共に所用の

ために陸路で南知多町を訪れた際、休息を取ることとし、大井漁港の

岸壁に船尾に係止していた台船（以下「係留施設」という。）に係留

中の本船に乗船した。 

船長は、お湯を沸かすために機関室に下りて主機を始動した後、主

機によって駆動される発電機から左舷側に設置した主機始動用バッテ

リーへの充電を始め、１.５kＷインバーター装置*2（以下「本件イン

バーター」という。）の電源を入れた。 

 船長は、後部区画１に移動し、電気湯沸かし器の配線用遮断器（以

下「本件遮断器」という。）を入れ、操舵室に戻り、給水した電気湯

沸かし器の電源を入れた後、喫煙のために前部甲板上に移動した。 

（図２、図３ 参照） 

 

 

 

写真１ 本船（船長提供） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 船体側面略図 

出入口（蓋） 

略語及び記号の説明 

MCCB：配線用遮断器   :レセプタクル*1 INV：インバーター 

 

MCCB 機関室 

操舵室 
居住区画 

後部区画２ 後部区画１ 

 

舵機室 INV
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 船長は、操舵室でコーヒーを入れる準備をしていた家族から電気湯

沸かし器の水が沸騰していないと知らされ、後部区画１に行って本件

遮断器を見たところ断の状態となっていたので、入れ直して操舵室に

戻った際、同室の床に設けた機関室出入口から立ち上る灰色の煙を認

めた。 

 船長は、すぐに機関室に下りて出入口付近に立ち、同室内を見たと

ころ、本件インバーター付近から上がる煙及び炎を認め、主機を停止

するとともに、機関室の出入口付近壁に設置した分電盤の配線用遮断

器を全て断の状態とし、火勢が強くて消火活動を行えなかったので、

急いで操舵室に上がって家族とともに係留施設西側の岸壁に避難し

た。 

 船長は、通行人に本船に火災が発生したことを告げ、１１９番への

 

 

 

 

 

 

 

  

図３ 本事故等当時に使用した充放電用電路系統概略図 
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図２ 機関室等の配置概略図 
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略語及び記号の説明 

ＭＥ：主機 :主機駆動発電機 FO タンク：燃料油タンク Batt.：バッテリー 

INV：インバーター CHG：充電器   

 Gen. 
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通報を依頼した。 

 本船は、駆けつけた消防本部の消防隊が消火放水作業を始め、１３

時３２分頃鎮火した。 

（写真２、写真３ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本船は、その後、陸揚げされ、当委員会、消防等による調査が行わ

れた。本船は、２月２１日解体処理された。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 本船に関する情報 

① 平成３１年１月頃中古で購入し、大井漁港の係留施設に係留

していた。 

② 毎月５、６回ほど休日を利用して友人等を同乗させ、和歌山

県串本町沖及び東京都三宅島周辺に釣りに出掛けていた。 

(2) 本件インバーター等の電気設備に関する情報 

   ① 本件インバーターは、船長が本船を購入する際、知人から譲

り受けたもので、使用年数が長いが不具合はないとのことで 

あった。屋内に保管されていたので、船長は、本件インバー 

ターに不具合はないものと思い、本船に設置する際に電気修理

写真２ 延焼中の本船（船長提供） 

写真３ 鎮火後の本船（船長提供） 

西側の岸壁 
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*3   「絶縁抵抗測定」とは、電気機器や電路といった電気設備の絶縁状態を把握するために通常使用電圧の数倍

（５００Ｖ程度）を通電して絶縁状態を評価する点検をいう。漏電、感電事故、火災事故を未然に防ぐことが

期待できる。 
*4   「汎用インバータの更新は計画的に」、一般社団法人日本電機工業会、 

https://www.jema-net.or.jp/publication/brochures/DS5243.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業者による点検を受けていなかった。 

  ② 船長は、令和６年１２月、本件インバーターから操舵室まで

の電気配線、本件遮断器（３０Ａ）及びレセプタクルを自身で

取り付けていた。令和７年１月初旬頃、３kＷインバーター装置

が故障したので、代用品として本件インバーターを機関室左舷

側に設置して使用していた。 

   ③ 船長は、本件インバーター設置後、釣りに出掛けた際に使用

したが、本件遮断器が断となるような異状は認めなかった。 

   ④ 船長は、本船購入後、電気修理業者に依頼して電気機器及び

電気配線の点検及び絶縁抵抗測定*3を１年ごとに実施していた。

バッテリーについては、２年ごとに取り替えていた。 

(3) その他の設備に関する情報 

① 本船は、機関室に自動拡散型粉末消火器（ＡＢＣ型、重量約

５kg）１本、機関室天井に自動拡散型液体消火器（ボンペット

ＡＢＣ型、重量不明）１本を設置していた。なお、本事故当時

の両消火器の作動状況については、確認することができなかっ

た。 

② 本事故当時、左舷及び右舷の燃料油タンクには、合計約  

１,４００ℓの軽油が入っていた。 

(4) 本事故後に本船を調査した結果、本船の火災による損傷状況

は、次のとおりであった。 

  ① 操舵室は消失して、同室下部にある機関室内にも焼損が確認

できた。 

② 船首甲板、後部区画１、後部区画２及び舵機室には焼けが少

なく、後部甲板は、延焼が広がって焼損したものであった。 

③ 主機本体は、焼損及び運転状態の異状による破損がなかっ

た。 

(5) インバーター装置に関する情報 

①  一般的に、インバーター装置の故障原因には、外部電源の異

状、電解コンデンサー等の内部部品の劣化、冷却不足、湿気及

び塩害並びに粉塵及び導通性の異物といった環境要因、設定ミ

ス等が挙げられる。故障要因を生じたインバーターを使用する

と、内部の電子部品が異常発熱して発火するおそれがある。 

② 電機関係団体からは、次のような情報提供*4を行っている。 

    インバータには、数多くの部品が使用されています。これら

部品が全て正常に動作しなければ、本来の機能を発揮すること
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ができません。インバータが所定の機能•性能を満足する期間が

インバータの耐用年数になります。 

インバータの耐用年数は、電子部品や樹脂などの劣化によ

り、一般的には１０年程度を目安としています。したがって、

有寿命部品（交換可能部品）を交換した場合でも、永久的に使

い続けることはできません。 

インバータが設置される環境や運転条件の影響及び機種、シ

リーズによっては、１０年より短い場合があります。 

分析 

 乗組員等の関与  

船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

なし 

(1) 船長は、機関室出入口から灰色の煙が立ち上った際、同室内左

舷側の本件インバーター付近から上る煙及び炎を認めたことか

ら、通電中であった本件インバーターから出火したものと考えら

れる。 

(2) 本件遮断器は、左舷主機駆動発電機から本件インバーター及び

本件遮断器を介して電気湯沸かし器の電源を供給中、(5)に後述す

る要因によって設定以上の電流が流れ、保護装置が作動して断と 

なったものと考えられる。船長は、単に本件遮断器が断となった

と思ったことから、状態を点検することなく再度本件遮断器を入

れたものと考えられる。 

(3) 本件遮断器が再投入された際、本件インバーター及び関連する

電気配線等に過電流が流れて過熱した被覆が燃えて、絶縁抵抗が

低下して短絡又は火花を発生して出火し、付近の可燃物が燃えて

船体に延焼した可能性があると考えられるが、明確な情報が得ら

れず、出火に至った状況を明らかにすることはできなかった。 

(4) (1)～(3)から、本船は、大井漁港の係留施設に係留中、機関室

から火災が発生したものと考えられる。 

(5) インバーター装置は、耐用年数を超えると内部部品の異常発熱

によって(1)～(3)のように過電流が流れたり、発火したりするお

それがあるものの、船長は、譲渡された本件インバーターの使用

年数及び耐用年数を知らなかったことから、機関室に設置して使

用していたものと考えられる。 

原因 本事故は、船長が、使用年数及び耐用年数が不明の本件インバー 

ターを点検整備していない状況において、本船が大井漁港に係留中、

本件遮断器の保護装置が作動して電源が供給されなくなった際、要因

を調べることなく本件遮断器を再投入して電気機器を使用し続けたた

め、本件インバーターに接続する電気配線に過電流が流れ過熱、短絡

等して出火し、機関室に延焼したものと考えられる。 
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再発防止策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、電源を供給する配線用遮断器が断となった場

合、電源、電気配線、接続する電気機器及び同遮断器を点検して

発熱、発煙等の異状がないことを確認すること。状態を点検しな

いまま同遮断器を接としないこと。 

 ・小型船舶の船長は、長期間使用していないインバーター装置等の

電気機器を設置する際、電気修理業者による点検整備を行うこ

と。 

 ・小型船舶の船長は、定期的に電気機器、電気配線の絶縁抵抗計測

を電気修理業者に依頼すること。また、インバーター装置につい

ては、使用年数及び耐用年数を把握し、電機関係団体が推奨する

期間内に内部部品を交換したり、計画的に新替えしたりするこ

と。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故発生場所 

（令和７年１月２８日  

１２時１８分頃発生） 

 

愛知県南知多町 

大井港第４号防波堤灯台 

大井漁港 

愛知県 

知多半島 

渥美半島 
三重県 

× 

× 


